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受付 9 時 00 分～17 時 30 分（2 階学習情報室 9 時 30 分～16 時 30 分） ※閉室は祝日・振替休日・年末年始 

ご提出いただきました個人情報につきましては、羽曳野市個人情報保護条例(平成12年羽曳野市条例第43号)に基づき適切に管理いたします。 

※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。 

※表記されている内容については予告なく変更になる場合がござい 

2022 年 
10 時 30 分～

12 時 00 分 

13 時 30 分～

15 時 00 分 

3/8(火) ➀ ⑤ 

3/9(水) ③ ⑦ 

3/10(木) ⑤ ② 

3/11(金) ② ④ 

3/12(土) ⑥ ③ 

3/13(日) ④ ➀ 

3/14(月) ⑦ ⑥ 

  

 

                 だより                                            

はびきの市民大学 
〒583-0854 大阪府羽曳野市軽里 1丁目 1番 1号（LIC はびきの内） 

【TEL】072-950-5503／【FAX】072-950-5650 

はびきの市民大学 

 

   学 長 コ ラ ム  

河内厚郎 

(はびきの市民大学学長) 

「大画面で講座を見てみよう」を開催します 

 文化プロデュースのいちばん難しく、やりがいのあるところは、イベントの成功がいちばん重要なことでは

ないということである。勿論やるからには失敗しないほうがよいに決まっているけれど、何事も１００％の成

功には見せず、８割がたの成功にして次の事業に引き継がせるほうがよいと考える。一過性のイベントにエネ

ルギーを使い果たしてしまわず、まだやり残したことがあるという具合に継続させるのが好ましい。 

 行政の場合よく担当者が変わるので、前任者の成功の評判だけが残っていると、あとの人がやり辛い。前任

者はなかなかよくやったけれどもまだ意義あることがやれそう、という含みを残してバトンタッチするのが望

ましい。そう思って引き受けてみたら実はタイヘンだった、でももう逃げるわけにはいかないと担当者に覚悟

させる高等戦術である。 

 

 

大画面と講義同様のスピーカーから出る音響で講義を

受けてみませんか？はびきの市民大学受講生以外の方

も、他市にお住まいの方もどなたでもご参加いただけ

ます！ 

入場整理券が必要です。3 月 1 日(火)9 時 00 分より

1 階市民大学カウンターにて、入場整理券を配布しま

す。お一人様各講義につき 1枚まで。 

 

 昨年 5 月に開催予定だった「大画面で講座を見てみよう」ですが、新型コロナウイルス感染拡大により実

施できませんでした。今回は、開催場所を LIC はびきの 3 階視聴覚室に変更し、3 月 8 日(火)～14 日(月)の

1 週間にわたり開催します！ 

はびきの市民大学を受講してみたいけど、どんな感じで講座をしているんだろう？という方も、この講座

を受講したかったけど都合があわなかったという方も、どなたでもご参加いただけます。参加費も無料です。 

ご参加お待ちしております！(講義を撮影した映像を見ていただきます。講師の登壇はありません。) 

 

＜開催スケジュール＞  ※開場は各回 15 分前 

【定員】 各 30人 ※先着順 

【場所】 LIC はびきの 3階視聴覚室 

 

３０回記念 
 

➀ここまで分かった明智光秀 光秀と織田信長の畿内制圧 

 講師／城郭談話会 福島克彦                 撮影日 2019 年2月 9日 
 

②ここまで分かった明智光秀 光秀と山崎合戦 

講師／城郭談話会 福島克彦                 撮影日 2019年 2月 16 日 
 

③古墳群に眠る英雄たち～『古事記』『日本書紀』の物語をよむ～聖帝仁徳の世 

 講師／関西医療大学 非常勤講師 南山かおり         撮影日 2018 年3月 14 日 
 

④古墳群に眠る英雄たち～『古事記』『日本書紀』の物語をよむ～大王雄略の猟 

 講師／関西医療大学 非常勤講師 南山かおり         撮影日 2018 年3月 16 日 
 

⑤SDGｓ(エスディジーズ)について学ぼう！！～今、何故レジ袋の有料化か？今、何故外国人労働者なのか？～ 

講師／大阪大谷大学人間社会学部 教授 岡島克樹       撮影日 2019年 3月 23 日 
 

⑥SDGｓを人権の視点から考える～「誰ひとり取り残さない」ために～ 

 講師／ヒューライツ大阪 所長 三輪敦子          撮影日 2019 年12月14日 
 

⑦奈良県内の霊場巡り‐壷阪寺・岡寺・長谷寺・南円堂‐ 

 講師／阪南大学国際観光学部 教授 来村多加史             撮影日 2018 年12月22日 
 

※講師の肩書は撮影当時のものとなります。 

わたしは２０代の終わり頃、月刊『演劇界』の歌舞伎劇評公募で佳作に選ばれ、

演劇評論家として出発した（『演劇界』は２０２２年４月号で休刊）。３０代には

『関西文学』という文芸誌の編集長を兼ねるようになり、みずから書評などを担

当、文芸評論家とも呼ばれるようになる。  

「咲くやこの花賞」という、４０歳未満の新進文

化人に授ける賞を大阪市が出してくれることにな

り、何かそれに相応しい肩書がないか、文化プロデ

ューサーというまだ誰も使っていない肩書はどうだ

ろうということになり、それが次第に浸透して最近

では「文化プロデューサーの河内厚郎」で通るよう

になった。評論家や編集者はいくらもいるが、文化

プロデューサーというのは当時では斬新な呼び名で

あった。   

  

 

 根気よく文化プロデュースを仕掛けてきた街は、どこも

そうやって人材を育て、文化資源に厚みを持たせてきた。古

市の古墳群が世界遺産に登録されたのも、ゴールではなく、

あらたな出発点に他ならない。 

 


